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　県立下呂温泉病院の救急外来が
本来の救急医療に対応できるように
開設して 7年目となりますが、年末
年始（午前 9 時～午後 3 時）には
救急患者の 60 ～70％に利用して
いただいております。
　下呂市立休日診療所は、現在、開
業医師18名中15名、薬剤師38名中

25名、登録看護師49名の協力を得て運営されており、人員的に
は市立金山病院に匹敵するものです。市民の皆さまが受診する際
に症状に応じて医療機関を選択されることは、医療資源ひいては
地域医療を守り育てることにつながり、5月に新築移転となる県
立下呂温泉病院の維持に携わることになります。
　何よりも、市民１人１人が自分の健康に関心を持ち、疾病を予防
することが大切です。やむを得ず受診することになったときは、地
域の財産を使うという意識を持って、適正な利用をお願いします。

　

市
内
の
多
く
の
医
療
機
関
が
診
療
時
間

外
と
な
る
休
日
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制

と
し
て
、
下
呂
市
医
師
会
と
薬
剤
師
会
、

下
呂
市
が
協
力
し
て
「
下
呂
市
立
休
日
診

療
所
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

下
呂
市
立
休
日
診
療
所
は
、
平
成
19
年

７
月
に
開
設
。
下
呂
市
医
師
会
に
所
属
す

る
15
名
の
医
師
が
一
日
一
人
ず
つ
交
代
で

勤
務
し
、
入
院
や
手
術
を
必
要
と
し
な
い

軽
症
な
急
病
患
者
（
急
な
発
熱
や
ケ
ガ
な

ど
の
症
状
）
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
高
度
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
２

次
救
急
病
院
（
県
立
下
呂
温
泉
病
院
、
市

立
金
山
病
院
な
ど
）
を
紹
介
し
、
適
切
な

治
療
が
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
年
間
お
よ
そ
千
人
、
一
日
平

均
15
人
程
の
患
者
が
訪
れ
る
休
日
診
療
所

は
、
わ
た
し
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
上

で
、
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
呂
市
立
休
日
診
療
所

正
し
い
休
日
診
療
所
の
ご
利
用
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
急
病
患
者
に
限
り
ま
す

　

休
日
診
療
所
は
急
病
患
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。「
平
日
は
仕
事
（
学
校
）
が
休
め
な
い
」「
３

か
月
前
か
ら
お
な
か
が
痛
い
」「
普
段
通
院
で
も
ら
っ

て
い
る
薬
が
欲
し
い
」
等
の
理
由
で
の
受
診
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
患
者
が
増
え
る
と
本
来
受
け
入

れ
を
対
象
と
す
る
急
病
患
者
の
受
診
の
妨
げ
に
な
る
た

め
で
す
。
日
頃
か
ら
健
康
に
留
意
し
、
調
子
が
良
く
な

い
と
感
じ
た
時
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
診
療
時
間
内
に

受
診
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

休
日
診
療
所
を
ご
利
用
す
る
際
に
は
、
必
ず
事
前
に

電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
症
状
を
事
前
に

お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
対
応
が
円
滑
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
２
次
救
急
病
院
（
県
立
下
呂
温
泉
病
院
、
市
立
金

山
病
院
な
ど
）へ
直
接
案
内
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●下呂市立休日診療所●

◆診療科目　内科、小児科の急病患者
◆診 療  日　日曜、祝日（振替休日含む）
　　　　　　年末年始 (12/31 ～ 1/3)
◆診察時間　午前 9 時～午後 3 時
◆電話番号　24-1200
　※右記の注意事項を守り、
　　お気をつけてお越しください。
　※保険証やお薬手帳（ある場合）を
　　お持ちください。
詳しくは 16 ページをご参照ください

村瀬眼科クリニック
村瀬寛紀先生

近藤医院
近藤史郎先生

大塚耳鼻咽喉科医院
大塚正議先生

下呂市医師会長あいさつ

私
た
ち
が

診
察
し
て

い
ま
す
。
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花田医院
今井直人先生

市立中原診療所
細江昭比古先生

小池医院
小池利幸先生

こばやし整形外科
小林源博先生

黒木医院
黒木尚之先生

中田医院
中田宗彦先生

藤岡医院
藤岡均先生

萩原北醫院
大林秀成先生

下
呂
市
の
地
域
医
療
を

　
　
　
み
ん
な
で
守
り
育
て
よ
う

※
１　

医
療
崩
壊
と
は
・
・
・
医
療
安
全
に
対
す
る

過
度
な
社
会
的
要
求
、
患
者
の
モ
ラ
ル
の
低

下
、
医
療
費
抑
制
政
策
な
ど
を
背
景
と
し
た
、

医
師
の
士
気
の
低
下
、
病
院
経
営
の
悪
化
な

ど
に
よ
り
、
安
定
的
・
継
続
的
な
医
療
提
供

体
制
が
成
り
立
た
な
く
な
る
事
態
。

※
２　

地
域
医
療
と
は
・
・
・
医
療
を
通
じ
て
住
民

自
治
を
推
進
し
、
医
師
と
地
域
住
民
が
手
を

取
り
合
っ
て
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
す
活
動
の
こ
と
で
す
。
医

師
や
医
療
従
事
者
が
行
う
疾
病
の
治
療
に
と

ど
ま
ら
な
い
疾
病
の
予
防
や
健
康
の
維
持
・

増
進
を
目
的
と
し
た
活
動
（
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅

療
養
の
サ
ポ
ー
ト
、
地
域
の
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
支
援
、
妊
婦
の
保
健
指
導
や
相
談
、
子
育

て
支
援
な
ど
）
を
医
療
機
関
が
単
独
で
担
う
の

で
は
な
く
、
地
域
の
行
政
や
住
民
組
織
と
協

力
し
て
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

最
近
、
医
師
の
疲
へ
い
や
医
療
の
崩
壊
（
※
１
）

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、

休
日
診
療
所
が
運
営
で
き
る
の
も
、
市
民
、
医
師
、

医
療
機
関
、
行
政
の
連
携
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
こ
の
体
制
を
有
効
に
機
能
さ
せ
て
、
下
呂
市

の
地
域
医
療（
※
２
）を
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

阿部医院
阿部親司先生

近藤医院
近藤靖士先生

おくむらクリニック
奥村昇司先生

田中内科クリニック
田中隆平先生

【
問
合
先
】　

健
康
医
療
部
・
医
療
対
策
課
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